
（別紙３）

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス LUMO住吉校

○保護者評価実施期間 2025年１月21日
～

2025年　１月31日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 59 57

○従業者評価実施期間 2025年　１月　21日
～

2025年　１月　31日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） ６ ６

○事業者向け自己評価表作成日 2025年２月２日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

楽しんんで通っていただくことができている 基本的な運動プログラムに加え、指導員がクラスの
子どもに合わせてプログラムを提供している。出来
たことを称賛し、成功体験に繋げていくことでポジ
ティブな対応を心掛け、子どもが自ら挑戦できるよ
う工夫している。

できていることを自信を持ってもっとできるように
なる、子どもが挑戦してみようと思えるプログラム
や技を増やしていく

支援室の広いスペースを活かし、子どもたちがのび
のびと運動することができている

支援室全体を使いスピードの出せるプログラムをお
こなうことができる。また年齢や特性に応じて、ス
ペースを区切り同時に異なったプログラムをおこ
なっている

集団に入ることが難しい場合も、個別に運動を行な
うことができるスペースを設け、どのような場合に
も運動が提供できるよう努める

サービス提供内容、運動に関する事だけでなく保護
者様からの相談に向き合うことができている

その日の様子をお伝えするだけでなく、子どもから
聞いた学校園のお話や送迎時の様子から気付いたこ
となどをお伝えし、保護者様からの相談などにも積
極的に応じている。また会話を通じコミュニケー
ションを図ることで安心感を得ていただけるように
努めている

情報共有や話し合いを密におこない、運動だけでな
く生活面での困りごとの改善に対応できるよう、
個々の利用者様に対して職員の意識を高め応じてい
く

保護者様がお子様の様子を実際に見学できる機会が
無い。また保育所等の関連機関との連携、情報共有
の機会が無い

母子分離の観点から、見学等はおこなっていない 子どもの様子を動画やが画像で保護者様にお伝えし
ていく。サポートについて情報共有が必要な場合
は、関係機関との連携を取れる体制を検討し、実施
していきたい

職員の異動、退職など入れ替わりが多いことで、利
用者様との関係性が希薄になっている場合がある

職員の専門性などを踏まえ、配置が換わることもあ
るため

子どもとの信頼関係を築いていくために一定期間が
必要であり、子どもの安心感こそが利用者様にとっ
ての重要な要素である。職員のスキルアップも含
め、信頼される校舎運営を目指していく

夕方のクラスに終了後の送迎が無い 終了後の送迎については行う予定はない

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること


